
林
芙
美
子
と
凍
れ
る
大
地

―

満
州
宝
清
へ
の
旅

―

久

保

卓

哉

林
芙
美
子
は
一
九
四
〇
年
一
月
、
極
寒
の
満
州
を
旅
し
た
。
時
は
満
州
国
康
德
七
年
に
当
り
、
満
州
に
は
日
本
の
軍
師
団
、
憲
兵
隊
、
協

和
会
本
部
、
少
年
義
勇
隊
、
開
拓
団
が
展
開
し
、
王
道
楽
土
を
宣
揚
し
て
い
た
。
訪
れ
た
町
は
、
安
東
、
新
京
、
牡
丹
江
、
佳
木
斯
、
宝

清
、
綏
芬
河
で
、
芙
美
子
は
鉄
道
と
飛
行
機
を
利
用
し
て
精
力
的
に
廻
っ
た
。
そ
の
芙
美
子
の
旅
程
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
筆
者
が
宝

清
に
入
っ
て
知
り
得
た
事
の
幾
つ
か
を
報
告
す
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

林
芙
美
子

宝
清
県

協
和
会

凍
れ
る
大
地

満
州
日
日
新
聞

東
京
朝
日
新
聞

魯
迅



「贈林芙美子先生 協和會寶淸縣本部」「足紋」「種宏」の刻印

がある純銀製腕輪（林福江氏蔵）

は
じ
め
に

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
、
黒
龍
江
省
宝
清
県
を

最
終
目
的
地
と
し
て
旧
北
満
州
を
訪
れ
た
。
王
道
楽
土
を
目
指
し
た
協
和
会

組
織
が
宝
清
県
に
も
あ
り
、
そ
の
宝
清
県
本
部
が
、
林
芙
美
子
に
純
銀
製
の

腕
輪
を
贈
っ
て
い
た
。
腕
輪
に
は
「
贈
林
芙
美
子
先
生

協
和
會
寶
清
縣
本

部
」
と
贈
り
主
が
刻
ま
れ
、
品
質
を
保
証
す
る
「
足
紋
」
の
刻
印
が
あ
り
、

桜
の
花
び
ら
が
図
案
化
さ
れ
て
い
る
。
「
足
紋
」
と
は
「
足
色
紋
銀
」
の
略

で
、
銀
の
含
有
率
が
九
十
九
％
で
あ
る
事
を
示
す
。
こ
の
様
な
逸
品
が
何
故

林
芙
美
子
に
贈
ら
れ
た
の
か
。
抑
も
芙
美
子
は
宝
清
に
行
っ
た
の
か
。
行
っ

た
と
す
れ
ば
、
現
在
の
宝
清
県
に
そ
の
証
拠
が
残
っ
て
い
な
い
か
。
そ
れ
を

調
べ
る
事
が
目
的
で
あ
っ
た
。

否
、
目
的
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
芙
美
子
は
こ
の
様
な
腕
輪
を
二
つ
持

っ
て
い
た
。
一
つ
は
こ
れ
で
、
も
う
一
つ
は
龍
が
図
案
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
言
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
腕
輪
に
は
魯
迅
と
の
関
係
が
付
言
さ
れ



て
い
た
。

こ
の
事
を
、
昨
年
九
月
、
厦
門
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
”

中
日
視
野
下
的

魯
迅

“
国
際
学
術
研
討
会
」
で
公
表
し
た
私
は
、
併
せ
て
宝
清
県
で
の
調
査

を
宣
言
し
て
い
た
。
こ
の
度
の
調
査
に
は
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
た
。

◇

◇

宝
清
に
つ
い
て
芙
美
子
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
五
日
の
『
東
京
朝
日
新

聞
』
に
「
新
京
か
ら
牡
丹
江
へ
出
て
、
ヂ
ヤ
ム
ス
、
ボ
ウ
チ
ン
、
ス
イ
フ
ン

ガ
と
い
ふ
や
う
な
町
々
へ
行
っ
た
」
と
書
き
、
こ
の
時
の
旅
行
記
「
凍
れ
る

大
地
」
を
昭
和
十
五
年
『
新
女
苑
』
四
月
号
に
発
表
し
て
い
る
（
１
）
。
ま

た
、
昭
和
二
十
三
年
に
は
「
幕
切
れ
」
で
「
チ
ヤ
ム
ス
の
向
う
の
、
ボ
ー
チ

ン
と
云
ふ
と
こ
ろ
の
自
動
車
隊
に
」
と
宝
清
の
名
を
使
っ
て
い
る
。

ぼ
う
ち
ん

以
下
に
、
新
聞
記
事
と
「
凍
れ
る
大
地
」
に
拠
り
な
が
ら
、
芙
美
子
の
渡

満
の
旅
程
を
辿
る
事
に
す
る
。
ま
た
、
「
凍
れ
る
大
地
」
の
中
で
、
「
野
天
の

ホ
ー
ム
へ
降
り
る
と
月
が
出
て
ゐ
た
」
「
澄
ん
だ
月
夜
で
あ
る
」
「
月
が
傘
を

着
て
靑
く
光
つ
て
ゐ
た
」
「
寶
淸
の
月
夜
」
と
記
す
、
芙
美
子
が
見
上
げ
た

で
あ
ろ
う
月
の
形
を
再
現
し
て
示
す
事
に
す
る
。

芙
美
子
の
旅
程

東
京
か
ら
安
東
へ

林
芙
美
子
の
満
州
渡
航
は
、
芙
美
子
に
と
っ
て
八
度
目
に
当
る
海
外
渡
航

で
あ
っ
た
。
一
度
目
は
一
九
三
〇
年
一
月
の
台
湾
行
で
あ
り
、
二
度
目
は
同

年
八
月
二
十
日
に
東
京
を
出
て
哈
爾
浜
、
長
春
、
上
海
、
杭
州
を
回
っ
た
一

、
、
、

人
旅
で
（
２
）
、
三
度
目
は
一
九
三
一
年
十
一
月
四
日
か
ら
翌
年
六
月
十
六

日
ま
で
の
、
満
州
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
上
海
行
き
。

魯
迅
と
会
っ
た
の
は
こ
の
時
と
前
回
の
一
九
三
〇
年
の
一
人
旅
の
時
で
あ
る
。

四
度
目
は
一
九
三
四
年
の
樺
太
へ
の
旅
。
五
度
目
は
一
九
三
六
年
九
月
に
北

京
に
滞
在
し
た
二
週
間
で
こ
の
時
は
北
京
大
学
で
周
作
人
と
会
っ
て
い
る
。

六
度
目
は
一
九
三
七
年
十
二
月
の
南
京
陥
落
時
の
従
軍
、
七
度
目
は
一
九
三

八
年
九
月
の
漢
口
一
番
乗
り
の
従
軍
。
そ
し
て
八
度
目
が
こ
の
冬
の
満
州
へ

の
旅
で
あ
る
。

因
み
に
、
二
度
目
に
あ
た
る
一
九
三
〇
年
八
月
の
満
州
、
上
海
へ
の

出
発
日
を
二
十
日
と
明
記
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年

、
、
、

七
月
の
事
、
内
山
書
店
（
東
京
神
田
神
保
町
）
内
山
籬
氏
よ
り
、
内

山
完
造
宛
の
書
簡
の
中
か
ら
林
芙
美
子
の
手
紙
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
報
せ
が
届
い
た
。
そ
の
複
写
を
見
る
と
「
只
今
東
京
を
先
月
廿
日

に
た
ち
ま
し
て
ハ
ル
ピ
ン
の
旅
を
終
り
奉
天
に
お
り
ま
す
」
と
書
か

れ
て
い
た
。
奉
天
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
の
用
箋
二
枚
を
使
い
、
日
付
は
一

九
三
〇
年
九
月
五
日
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
居
格
の
紹
介
状
を
携
え
、

上
海
は
初
め
て
で
言
葉
も
通
じ
な
い
の
で
「
波
止
場
ま
で
、
ま
こ
と

に
、
ま
こ
と
に
厚
か
ま
し
い
お
願
ひ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
む
か
へ

ゐ
た
だ
け
ま
せ
ん
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
」
と
身
を
屈
め
る
様
に
し
て

内
山
完
造
に
頼
ん
で
い
る
。
新
し
く
見
つ
か
っ
た
こ
の
手
紙
は
、
極

め
て
重
要
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
。
上
海
で
魯
迅
と
会
う
事
に
な
る

こ
の
旅
の
始
ま
り
が
八
月
二
十
日
で
あ
る
事
。
上
海
へ
は
大
連
発
の

汽
船
で
行
っ
た
事
。
そ
し
て
、
新
居
格
の
紹
介
で
完
造
の
出
迎
え
を

受
け
る
事
が
で
き
た
事
等
で
あ
る
。
芙
美
子
は
哈
爾
浜
、
長
春
、
撫

順
、
大
連
、
上
海
、
杭
州
の
各
地
か
ら
夫
の
緑
敏
に
絵
葉
書
を
出
し



て
い
る
が
、
緑
敏
以
外
に
は
完
造
宛
に
投
函
し
て
い
た
事
が
判
っ
た
。

こ
の
、
冬
の
満
州
へ
の
旅
を
『
滿
洲
日
日
新
聞
』
（
以
下
『
満
日
新
』
と

略
す
）
の
記
事
と
、
『
満
洲
支
那
汽
車
時
間
表
』
（
３
）
（
以
下
『
満
時
表
』

と
略
す
）
を
手
掛
か
り
に
し
て
辿
っ
て
み
よ
う
。

芙
美
子
の
渡
満
は
一
月
七
日
の
『
滿
洲
日
日
新
聞
』
（
４
）
で
報
じ
ら
れ

た
。

「
本
當
の
滿
洲
は
冬
に
見
る
べ
し

林
芙
美
子
來
滿
」
【
關
門
特
電
六

日
發
】
女
流
作
家
林
芙
美
子
は
正
月
客
の
ご
つ
た
返
す
六
日
朝
の
關

釜
連
絡
船
に
飄
然
と
姿
を
現
し
“
四
十
日
位
の
豫
定
で
北
滿
各
地
を

ぶ
ら
り
と
歩
い
て
來
ま
す
”
と
語

る

大
陸
景
気
と
い
ふ
の
か
汽
車

も
人
も
大
し
た
人
で
す
ね
、
癇
癪

を
起
し
さ
う
で
す
よ
、
滿
洲
は
シ

ベ
リ
ア
か
ら
歸
り
に
ち
よ
つ
と
降

り
て
支
那
料
理
を
食
べ
た
位
、
そ

の
前
行
つ
た
の
は
十
年
前
だ
か
ら

話
に
な
り
ま
せ
ん
、
東
京
で
は
こ

の
寒
い
時
滿
洲
に
行
く
の
は
物
好
き
だ

つ
て
笑
は
れ
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
は
冬
行
つ
て
こ
そ
本
當
の
滿
洲

が
判
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
、
今
度
は
各
移
民
地
の
生

活
や
厳
寒
の
国
境
で
働
く
兵
隊
さ
ん
た
ち
と
も
生
活
を
一
緒
に
し
て

そ
の
労
苦
を
味
は
い
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
、
日
程
な
ど
全
く
も
た

ず
勝
手
氣
ま
ゝ
に
歩
く
積
り
で
す
（
寫
真
は
林
芙
美
子
女
史
）

続
い
て
、
釜
山
か
ら
安
東
に
到
着
し
た
事
も
二
日
後
の
一
月
九
日
の
同
紙

『滿洲日日新聞』昭和十五年一七日

が
報
じ
て
い
る
。

「
林
芙
美
子
女
史

安
東
に
現
は
る
」
女
流
作
家
林

芙
美
子
氏
女
史
は
七
日
午
前
十
一
時
二
十
分
着
ひ

か
り
で
ひ
よ
つ
こ
り
安
東
を
訪
れ
舊
知
の
採
木
公

司
理
事
長
八
木
元
八
氏
邸
に
旅
装
を
解
い
た
、
二

回
の
來
安
で
今
度
は
国
境
方
面
、
開
拓
義
勇
軍
の

活
動
状
況
を
視
察
す
る
た
め
來
滿
し
た
が
十
年
來

の
交
友
八
木
氏
を
驚
か
し
て
ゐ
る
邊
り
放
浪
記
時

代
の
女
史
そ
つ
く
り
で
あ
る
、
二
、
三
日
滞
在
の

上
北
行
す
る
豫
定
（
寫
真
は
八
木
氏
と
林
女
史
）

（
５
）

新
聞
が
伝
え
る
「
飄
然
と
姿
を
現
し
」
、
「
ひ
よ
つ
こ
り
訪
れ
」
、
「
八
木
氏

を
驚
か
し
て
ゐ
る
邊
り
」
等
の
記
事
は
芙
美
子
の
面
目
躍
如
で
、
「
冬
行
つ

て
こ
そ
本
當
の
滿
洲
が
判
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
芙
美
子
に
新
聞
は
驚

い
て
い
る
。

『
満
日
新
』
が
「
六
日
朝
の
関
釜
連
絡
船
に
飄
然
と
姿
を
現
し
た
」
と
伝

え
て
い
る
事
か
ら
す
る
と
、
芙
美
子
は
、
五
日
の
十
一
時
〇
分
に
東
京
を
出

発
し
て
、
六
日
の
九
時
〇
分
に
下
関
に
着
く
寝
台
急
行
三
号
に
乗
っ
た
事
に

な
る
。
こ
の
汽
車
は
下
関
で
十
時
三
十
分
発
釜
山
行
き
の
関
釜
連
絡
船
に
接

続
す
る
、
言
わ
ば
満
州
直
行
列
車
で
あ
っ
た
（
『
満
時
表
』
）
。
そ
し
て
、
「
七

日
午
前
十
一
時
二
十
分
着
ひ
か
り
で
ひ
よ
つ
こ
り
」
と
い
う
記
事
か
ら
す
る

と
、
芙
美
子
は
一
月
六
日
十
八
時
〇
分
に
釜
山
港
に
着
き
、
釜
山
発
十
九
時

〇
分
の
新
京
行
き
急
行
ひ
か
り
に
乗
っ
た
事
に
な
る
。
ひ
か
り
は
一
、
二
、

『滿洲日日新聞』昭和十五年一月九日



三
等
と
食
堂
、
寝
台
が
あ
る
急
行
で
、
朝
満
国
境
の
安
東
に
は
翌
一
月
七
日

の
午
前
十
一
時
二
十
分
に
着
く
（
『
満
時
報
』
）
。

『
満
日
新
』
は
、
安
東
の
八
木
元
八
氏
邸
に
旅
装
を
解
い
た
と
伝
え
、
写

真
を
添
え
て
い
る
。
八
木
元
八
の
事
は
「
凍
れ
る
大
地
」
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
る
。八

木
氏
は
も
う
十
年
近
く
も
安

東
の
採
木
公
司
の
理
事
を
し
て
ゐ

あ
ん
と
う

さ
い
ぼ
く
こ
ん
す

ら
れ
る
方
で
あ
る
。
巴
里
で
貧
し
い
學
生
々
活
を
し
て
ゐ
る
こ
ろ
、

私
は
安
東
の
八
木
氏
に
何
度
か
送
金
を
し
て
も
ら
つ
た
私
の
恩
人
で

も
あ
り
、
今
度
の
滿
洲
旅
行
の
途
中
で
は
、
こ
ゝ
へ
二
三
日
泊
め
て

も
ら
ふ
こ
と
が
私
の
第
一
の
愉
し
み
で
あ
つ
た
。

八
木
氏
を
私
が
知
っ
た
の
は
、
八
木
氏
が
ハ
ル
ビ
ン
の
領
事
を
し

て
を
ら
れ
る
頃
で
あ
つ
た
。
新
京
が
ま
だ
長
春
と
云
つ
て
ゐ
る
頃
、

昭
和
三
年
の
夏
か
ら
秋
へ
か
け
て
、
私
は
滿
洲
を
旅
行
し
た
事
が
あ

る
。
（
６
）

あ
れ
か
ら
十
年
た
つ
た
現
在
も
八
木
さ
ん
は
元
氣
で
私
を
迎
へ
て

下
す
つ
た
。
外
交
官
ら
し
く
何
時
も
洒
落
た
背
廣
姿
で
あ
つ
た
八
木

さ
ん
も
、
こ
の
ご
ろ
は
役
所
へ
出
ら
れ
る
の
に
協
和
服
を
着
て
を
ら

れ
る
。

私
は
安
東
へ
着
い
て
も
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
で
ゐ
た
。
八
木
さ

ん
が
關
係
し
て
ゐ
ら
れ
る
製
材
所
と
製
紙
會
社
を
觀
に
行
つ
た
き
り

で
、
毎
晩
、
八
木
氏
の
御
家
族
と
ペ
ー
チ
カ
を
か
こ
ん
で
、
八
木
氏

か
ら
支
那
の
話
を
聞
い
た
。
私
は
こ
の
八
木
さ
ん
の
年
齢
を
は
つ
き

り
と
は
知
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
も
う
六
十
歳
近
く
に
は
な
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

芙
美
子
は
十
年
前
に
も
八
木
邸
に
泊
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
一
九
三
〇

年
の
パ
リ
へ
の
途
次
、
安
東
か
ら
緑
敏
に
出
し
た
手
紙
が
新
宿
歴
史
博
物
館

に
あ
る
。
そ

の
封
筒
の
裏

に
は
「
十
一

月
十
一
日

安
東
に
て

採
木
公
司

林
芙
美
子
」

と
あ
り
、
紀

伊
國
屋
二
百
字
綠
色
原
稿
用
箋
二
枚
を
使
っ
て
「
八
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
来

て
ま
す
。
…
こ
れ
か
ら
お
嬢
さ
ん
た
ち
と
支
那
街
へ
行
っ
て
支
那
料
理
た
べ

ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
八
木
元
八
が
、
随
筆
集
『
舊
雨
』
（
東
峰
書
房
）
を
出
し
た
の
は
、

芙
美
子
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
八
木
の
随
筆
集
は
、
翌
一
九
四
一

年
五
月
に
出
て
い
る
。
（
７
）

東
京
か
ら
安
東
ま
で
の
旅
程
は
次
の
様
な
も
の
と
な
ろ
う
。

一
月
五
日
（
金
）

十
一
時
〇
分

東
京
発
。
下
関
行
き
急
行
七
号

一
月
六
日
（
土
）

九
時
〇
分

下
関
着

十
時
三
十
分

下
関
港
発
。
関
釜
連
絡
船

十
八
時
〇
分

釜
山
港
着

安東採木公司からの手紙（新宿歴史

博物館蔵）



一
九
時
〇
分

釜
山
発
。
新
京
行
き
急
行
一
号
「
ひ
か
り
」

一
月
七
日
（
日
）

十
一
時
二
十
分

安
東
着

安
東
か
ら
新
京
へ

「
二
、
三
日
滞
在
の
上
北
行
す
る
豫
定
」
（
『
満
日
新
』
）
と
報
道
さ
れ
た

通
り
、
芙
美
子
は
「
凍
れ
る
大
地
」
で
次
の
様
に
書
く
。

私
は
此
採
木
公
司
の
官
舎
に
三
日
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
つ
た
。

十
日
の
正
午
、
私
が
乘
つ
て
來
た
「
ひ
か
り
」
で
私
は
安
東
を
發
つ

た
。
相
變
ら
ず
汽
車
は
滿
員
で
あ
る
。

新
京
へ
着
い
た
時
は
、
息
も
出
來
な
い
ほ
ど
寒
く
て
、
暖
い
な
か
に

粉
雪
が
降
つ
て
ゐ
た
。
新
し
く
て
大
き
い
驛
で
あ
る
。
天
井
が
高
い

の
で
ホ
ー
ム
に
ま
で
雪
が
降
つ
て
ゐ
た
。

こ
れ
を
『
満
時
表
』
に
よ
る
と
、
汽
車
の
時
刻
は
次
の
様
に
な
る
。

一
月
十
日
（
水
）

十
一
時
五
十
分

安
東
発
。
新
京
行
き
急
行
一
号
ひ
か
り

二
十
一
時
四
十
五
分

新
京
着

新
京
の
三
日
間

新
京
で
は
、
満
州
新
聞
の
記
者
四
、
五
人
と
朝
日
新
聞
の
渡
邊
正
男
に
出

迎
え
ら
れ
、
十
日
の
夜
は
渡
邊
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
家
の
様
子
を
芙
美
子
は

あ
り
あ
り
と
書
い
て
い
る
。

新
京
へ
來
た
最
初
の
晩
を
、
か
う
し
た
家
庭
へ
泊
め
て
貰
へ
る
こ
と

は
嬉
し
い
事
で
あ
つ
た
。
部
屋
に
は
ゴ
ム
の
木
の
鉢
植
ゑ
や
、
ゼ
ラ

ニ
ユ
ー
ム
の
鉢
が
窓
に
置
い
て
あ
つ
た
。
ス
チ
ー
ム
は
暖
い
し
、
夜

が
ふ
け
る
の
も
忘
れ
て
渡
邊
さ
ん
御
夫
婦
と
私
は
話
し
あ
つ
た
。
床

の
間
に
は
小
さ
い
電
氣
蓄
音
機
が
置
い
て
あ
る
。
私
が
お
嬢
ち
や
ん

へ
送
つ
た
人
形
も
飾
つ
て
あ
つ
た
。
渡
邊
さ
ん
と
は
漢
口
ま
で
一
緒

に
稻
葉
部
隊
へ
從
軍
し
て
行
つ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
時
か
ら
も

う
一
年
に
な
る
。

渡
邊
は
、
漢
口
一
番
乗
り
の
時
に
一
緒
に
行
動
し
た
あ
の
渡
邊
で
、
こ
の
時

は
新
京
に
赴
任
し
て
い
た
。

十
一
日
か
ら
は
日
本
橋
通
り
の
Ｄ
ホ
テ
ル
と
い
う
日
本
旅
館
に
部
屋
を
取

る
が
、
ホ
テ
ル
の
熱
い
ス
チ
ー
ム
と
乾
燥
し
た
空
気
の
た
め
に
、
芙
美
子
は

咽
喉
を
痛
め
て
し
ま
う
。

朝
七
時
に
目
が
覺
め
た
。
頭
が
づ
き
づ
き
し
て
、
咽
喉
が
乾
い
て
聲

が
出
な
い
。
あ
ー
あ
ー
あ
ー
と
、
私
は
自
分
の
聲
を
た
め
し
て
み
た

が
、
聲
は
濁
つ
て
ゐ
る
。

十
二
日
の
朝
食
を
済
ま
せ
る
と
、
芙
美
子
は
防
寒
着
を
買
い
に
出
掛
け
た
。

私
は
朝
食
を
濟
ま
し
て
、
近
く
の
秋

林
と
云
ふ
小
さ
い
デ
パ
ー
ト
に

チ
ウ
リ
ン

毛

皮
を
買
ひ
に
出
掛
け
た
。
こ
の
お
店
は
露
西
亞
人
の
店
で
、
割
合

シ
ユ
ー
バ

信
用
の
出
來
る
店
だ
と
云
ふ
の
で
、
私
は
こ
ゝ
で
フ
エ
ル
ト
の
防
寒

靴
や
、
踏
下
や
、
毛
皮
だ
の
防
寒
帽
子
を
買
つ
た
。



一
月
十
日
（
水
）

新
京
。
朝
日
新
聞
記
者
渡
邊
正
男
宅
泊

一
月
十
一
日
（
木
）

新
京
。
日
本
橋
通
り
、
Ｄ
ホ
テ
ル
泊

一
月
十
二
日(

金
）

新
京
。
日
本
橋
取
り
、
Ｄ
ホ
テ
ル
泊

新
京
か
ら
牡
丹
江
へ

芙
美
子
が
新
京
で
買
っ
た
汽
車
の
切
符
は
、
哈
爾
浜
よ
り
遠
い
牡
丹
江
の
、

更
に
北
の
佳
木
斯
ま
で
の
切
符
で
あ
っ
た
。

ジ

ヤ

ム

ス

防
寒
具
も
と
ゝ
の
ひ
、
私
は
新
京
か
ら
佳
木
斯
ま
で
の
二
等
の
切
符

ヂ

ヤ

ム

ス

も
買
つ
た
。
切
符
は
二
十
七
圓
八
十
四
錢
で
あ
つ
た
。
何
も
彼
も
用

意
は
と
ゝ
の
っ
て
ゐ
る
。
私
は
小
さ
い
ト
ラ
ン
ク
に
必
要
の
も
の
だ

け
を
詰
め
て
、
大
き
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
渡
邊
さ
ん
の
お
宅
へ
あ
づ

け
て
行
く
こ
と
に
し
た
。

フ
エ
ル
ト
の
新
し
い
防
寒
靴
も
、
私
は
疊
の
上
で
は
い
て
み
た
。
ホ

ツ
ク
が
六
ツ
も
つ
い
て
ゐ
る
。
旅
仕
度
を
そ
ろ
へ
な
が
ら
、
私
は
子

“凍れる大地”の防寒着（『東京朝

日新聞』昭和 15年 2月 13日）

供
の
や
う
に
防
寒
靴
を
何
時
ま
で
も
疊
の
上
で
は
い
て
ゐ
た
。

い

つ

い
よ
い
よ
極
寒
の
地
奥
深
く
へ
入
る
。
芙
美
子
は
緊
張
と
期
待
で
気
持
が
昂

揚
し
て
い
た
。

翌
十
三
日
の
汽
車
は
牡
丹
江
ま
で
二
十
時
間
の
長
旅
で
あ
っ
た
が
、
芙
美

子
一
人
で
は
な
く
、
朝
日
新
聞
伝
書
鳩
班
五
人
と
一
緒
だ
っ
た
。

夜
、
十
一
時
四
十
五
分
發
の
汽
車
で
、
私
は
朝
日
新
聞
の
傳
書
鳩
班

の
人
達
と
牡
丹
江
ま
で
一
緒
に
行
く
こ
と
に
な
つ
た
。
傳
書
鳩
係
り

の
松
田
さ
ん
と
、
若
い
連
絡
員
の
人
達
三
人
、
そ
れ
に
滿
人
の
ボ
ー

イ
一
人
、
い
い
道
連
れ
が
出
來
た
の
で
嬉
し
か
つ
た
。

芙
美
子
は
列
車
の
中
の
退
屈
な
食
事
を
予
想
し
て
、
ピ
ロ
シ
キ
と
い
う
肉

の
入
っ
た
揚
パ
ン
を
三
十
箇
も
買
い
込
ん
だ
。
し
か
し
芙
美
子
は
寝
台
券
を

取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
切
符
売
場
に
行
く
が
も
う
買
え
な
い
。
し
か
も
乗
り

遅
れ
そ
う
に
な
り
、
地
下
道
を
越
し
た
向
こ
う
側
の
ホ
ー
ム
ま
で
走
り
に
走

っ
て
飛
び
乗
っ
た
。
寝
台
券
は
朝
日
の
連
絡
員
の
を
一
つ
ゆ
ず
っ
て
貰
う
こ

と
が
で
き
た
。

汽
車
は
朝
八
時
過
ぎ
に
哈
爾
浜
を
出
る
と
、
更
に
十
二
時
間
か
か
っ
て
夜

の
牡
丹
江
に
着
い
た
。

一
面
坡
を
過
ぎ
て
、
石
道
河
子
、
橫
道
河
子
、
海

林
と
云
ふ
驛
を
通

め

ん

ば

せ

き

だ

う

か

し

わ

う

だ

う

か

し

か
い
り
ん

つ
て
、
牡
丹
江
へ
着
い
た
の
は
夜
八
時
頃
で
あ
つ
た
。
長
い
汽
車
旅

に
飽
い
て
ゐ
た
の
で
、
牡
丹
江
へ
汽

車
が
停
つ
た
時
は
、
は
る
ば
る
と
旅

を
し
た
感
じ
が
し
て
嬉
し
く
て
仕
方

が
な
か
つ
た
。

野
天
の
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
と
、
月
が
、

一九四〇年一月十四

日夜八時の月。



出
て
ゐ
た
。

二
三
分
も
し
て
く
る
と
、
頬
に
は
、
針
で
さ
す
や
う
な
寒
氣
を
感
じ

た
。
ホ
ー
ム
に
は
、
朝
日
の
記
者
の
方
が
迎
へ
に
來
て
を
ら
れ
た
。

私
は
鳩
班
の
方
達
と
別
れ
て
、
驛
前
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
と
云
ふ
の
に

案
内
を
し
て
貰
つ
た
。

一
月
十
三
日
（
土
）

二
十
三
時
四
十
五
分

新
京
発
。
牡
丹
江
行
き
九
〇
三
号
。
朝

日
の
伝
書
鳩
班
同
行

一
月
十
四
日(

日
）

二
十
時
〇
分

牡
丹
江
着
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
泊

一
月
十
五
日
（
月
）

牡
丹
江
。
郊
外
の
軍
隊
を
訪
問
。
前
田
少
将
に

会
う

牡
丹
江
か
ら
佳
木
斯
へ

次
の
目
的
地
は
佳
木
斯
で
あ
る
。
佳
木
斯
ま
で
は
再
び
朝
日
の
松
田
さ
ん

と
一
緒
だ
っ
た
。

私
は
牡
丹
江
へ
一
泊
し
て
、
翌
る
早
朝
に
佳
木
斯
行
き
の
列
車
に
乘

あ
く

つ
た
。
松
田
さ
ん
と
佳
木
斯
ま
で
一
緒
で
あ
つ
た
。

開
拓
村
や
、
靑
少
年
義
勇
軍
で
有
名
な
勃
利
の
驛
へ
着
い
た
の
は
四

ぼ

つ

り

時
頃
で
あ
つ
た
ら
う
。

勃
利
を
過
ぎ
て
、
杏

樹
、
倭

肯
、
千
振
、
八
虎
力
と
小
さ
い
驛
々
を

て
う
じ
ゆ

わ
い
こ
う

ち

ぶ

り

こ

り

き

過
ぎ
て
、
彌

榮
の
驛
へ
は
六
時
頃
着
い
た
。
小
さ
い
驛
路
で
あ
る
。

い
や
さ
か

佳
木
斯
に
着
い
た
の
は
夜
で
あ
っ
た
。
駅
に
は
朝
日
新
聞
の
記
者
が
車
で
出

迎
え
て
い
た
。
澄
ん
だ
月
夜
の
下
を
車
で
伊
勢
屋
旅
館
に
向
か
っ
た
。

佳
木
斯
の
驛
へ
着
い
た
の
は
九
時
頃
で
あ
っ
た
。
牡
丹
江
で
風
邪
を

ひ
い
た
の
か
、
非
常
に
頭
が
痛
い
し
、
段
々
聲
が
か
す
れ
て
き
て
ゐ

る
。
ホ
ー
ム
に
は
朝
日
の
鈴
木
さ
ん
が
迎

へ
に
み
え
て
ゐ
た
。
茶
色
の
皮
の
シ
ユ
ー

バ
を
着
て
背
の
高
い
鈴
木
さ
ん
は
、
私
達

の
爲
に
自
動
車
を
用
意
し
て
待
つ
て
ゐ
て

下
す
つ
た
。
澄
ん
だ
月
夜
で
あ
る
。

、
、

私
は
伊
勢
屋
と
云
ふ
旅
館
に
宿
を
と
つ
た
。

芙
美
子
は
、
早
朝
牡
丹
江
発
、
勃
利
午
後
四
時
着
、
弥
栄
午
後
六
時
着
、

佳
木
斯
夜
九
時
着
の
列
車
に
乗
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
『
満
時
表
』
に
見

え
る
列
車
の
う
ち
こ
の
時
間
帯
を
走
る
の
は
、
図
們
発
佳
木
斯
行
き
の
一
〇

三
号
で
、
朝
鮮
半
島
北
部
の
図
們
か
ら
北
に
向
か
い
、
牡
丹
江
か
ら
更
に
北

上
し
て
佳
木
斯
に
到
る
。
こ
の
列
車
は
、
牡
丹
江
八
時
十
五
分
着
、
八
時
四

十
五
分
発
、
勃
利
午
後
三
時
発
、
弥
栄
午
後
六
時
発
、
佳
木
斯
午
後
七
時
三

十
五
分
着
で
あ
る
。
佳
木
斯
に
近
い
弥
栄
に
着
い
た
の
は
定
刻
の
午
後
六
時

だ
っ
た
が
、
佳
木
斯
に
は
一
時
間
半
ほ
ど
遅
れ
て
着
い
た
と
い
う
事
で
あ
ろ

う
。

一
月
十
六
日
（
火
）

八
時
四
十
五
分

牡
丹
江
発
。
佳
木
斯
行
き
一
〇
三
号
。

朝
日
の
松
田
同
行

一九四〇年一月十六

日夜九時の月。



二
十
一
時
頃

佳
木
斯
着
。
伊
勢
屋
泊

零
下
十
七
度
の
佳
木
斯

佳
木
斯
は
零
下
十
七
度
だ
っ
た
。
氷
結
し
た
松
花
江
が
生
彩
を
放
ち
、
芙

美
子
は
佳
木
斯
を
非
常
に
好
き
だ
と
思
っ
た
。
街
に
は
日
曜
日
か
と
思
う
ほ

ど
沢
山
の
兵
隊
が
歩
い
て
い
た
。

今
日
は
一
月
十
七
日
。
零
下
十
七
度
。

佳
木
斯
と
云
ふ
處
は
殺
風
景
な
土
地
だ
と
き
い
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
如

何
に
も
東
部
の
滿
洲
町
ら
し
く
て
私
に
は
好
ま
し
い
處
で
あ
つ
た
。

兵
隊
さ
ん
が
澤
山
街
に
溢
れ
て
ゐ
る
。
私
は
日
曜
日
か
し
ら
と
思
つ

た
。

私
は
佳
木
斯
の
街
が
非
常
に
好
き
だ
。
第
一
、
氷
結
し
た
松
花
江
が

生
彩
を
加
へ
て
ゐ
る
。

佳
木
斯
で
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
芙
美
子
は
、
ア
ス
ピ
リ
ン
を
飲
ん
で
翌
日

か
ら
の
宝
清
行
き
に
備
え
た
。
い
よ
い
よ
最
終
目
的
地
の
宝
清
に
行
く
と
い

う
気
持
で
あ
っ
た
。

ア
ス
ピ
リ
ン
が
一
粒
あ
つ
た
の
で
そ
れ
を
飲
ん
で
床
へ
は
い
つ
た
。

明
日
は
い
よ
い
よ
寶
淸
行
き
で
あ
る
。

ぼ
う
ち
ん

一
月
十
七
日
（
水
）

零
下
十
七
度
。
伊
勢
屋
泊

佳
木
斯
か
ら
宝
清
へ

宝
清
へ
は
鉄
道
が
無
く
、
陸
路
か
空
路
で
行
く
必
要
が
あ
っ
た
。
空
路
に

は
満
州
航
空
の
定
期
便
が
あ
り
一
時
間
の
飛
行
で
宝
清
に
着
く
。
芙
美
子
は

朝
日
の
鈴
木
に
同
行
し
て
も
ら
っ
た
。

翌
朝
、
朝
七
時
に
、
私
は
鈴
木
さ
ん
と
飛
行
場
へ
バ
ス
で
行
つ
た
。

九
時
離
陸
、
飛
行
機
は
何
型
と
云
ふ
の
か
、
四
人
乘
り
の
小
さ
い
飛

行
機
で
、
乘
客
は
鈴
木
さ
ん
と
私
と
、
陸
軍
の
將
校
の
方
が
一
人
。

寶
淸
ま
で
約
四
十
五
分
だ
さ
う
で
あ
る
。

二
十
分
位
す
る
と
、
私
の
頭
は
破
れ
る
や
う
に
痛
み
は
じ
め
、
防
寒

や
ぶ

靴
を
は
い
て
い
る
兩
脚
が
、
ま
る
で
魚
を
ぶ
ら
さ
げ
て
ゐ
る
や
う
に

重
く
だ
る
く
な
つ
て
き
た
。

手
袋
を
二
つ
し
て
ゐ
る
の
に
手
の
先
が
づ
き
づ
き
痛
く
な
つ
て
來
た
。

十
時
頃
、
飛
行
機
は
寶
淸
の
飛
行
場
へ
着
い
た
。

す
さ
ま
じ
い
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
さ
せ
て
飛
ぶ
四
人
乗
り
の
飛
行
機
の
中
で
、

頭
痛
と
手
足
の
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
芙
美
子
は
遂
に
宝
清
に
着
い
た
。
宝
清

飛
行
場
に
は
赤
木
少
佐
が
迎
え
に
来
て
い
た
。

一
月
十
八
日
（
木
）

七
時

佳
木
斯
飛
行
場
へ
。
朝
日
の
鈴
木
同
行

九
時

佳
木
斯
離
陸
。
満
州
航
空
の
四
人
乗
り
小
型
飛
行

機

十
時

宝
清
飛
行
場
着
陸
。
赤
木
少
佐
が
出
迎
え

宝
清
で
の
林
芙
美
子



宝
清
に
着
く
と
芙
美
子
は
氷
点
下
二
十
七
度
の
中
を
精
力
的
に
動
き
廻
っ

た
。
宝
清
で
は
協
和
会
主
催
の
座
談
会
に
招
か
れ
て
い
て
、
協
和
会
事
務
所

を
訪
問
し
て
か
ら
、
座
談
会
が
開
か
れ
る
料
亭
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
座
談
会

を
済
ま
せ
る
と
、
今
度
は
陸
軍
病
院
に
移
動
し
て
傷
病
兵
を
前
に
し
て
慰
問

の
講
演
を
し
た
。
昼
食
は
丘
の
上
の
兵
舎
で
、
十
二
三
人
の
将
校
と
卓
を
囲

み
、
夕
食
は
赤
木
少
佐
の
官
舎
で
、
木
下
少
将
や
四
手
井
大
佐
た
ち
六
名
と

共
に
ご
飯
を
食
べ
た
。
夕
食
で
は
食
事
半
ば
で
中
座
し
、
再
び
協
和
会
主
催

の
座
談
会
に
出
席
し
、
帰
る
と
夜
の
九
時
に
な
っ
て
い
た
。

右
が
芙
美
子
の
行
動
の
概
略
だ
が
、
芙
美
子
の
言
葉
で
そ
れ
を
追
っ
て
み

よ
う
。
一
月
十
八
日
、
一
日
の
事
で
あ
る
。

〈
兵
舎
で
昼
食
〉

寶
淸
の
温
度
は
零
下
二
十
七
度
だ
つ
た
。

一
時
間
ほ
ど
休
ん
で
、
私
は
鈴
木
さ
ん
と
兵
舎
へ
行
つ
た
。
丁
度
畫

食
時
だ
つ
た
の
で
、
私
は
木
下
少
將
と
御
一
緒
の
卓

子
で
御
飯
の
御

テ
ー
ブ
ル

馳
走
に
な
つ
た
。
十
二
三
人
の
將
校
の
方
々
と
粗
朴
な
卓
子
を
圍
ん

で
代
用
食
の
お
蕎
麦
を
い
た
だ
く
。

〈
陸
軍
病
院
〉

兵
舎
を
出
て
、
私
は
陸
軍
病
院
に
鹽
加
井
中
佐
を
お
た
づ
ね
し
て
、

し

ほ

か

ゐ

咽
喉
へ
リ
ゴ
ー
ル
を
塗
つ
て
戴
く
事
を
お
願
ひ
し
て
み
た
。
咽
喉
が

痛
い
し
、
頭
が
破
れ
る
や
う
に
痛
む
。

わ

〈
協
和
会
主
催
の
座
談
会
〉

病
院
を
出
て
、
私
は
協
和
會
主
催
の
町
の
座
談
會
へ
行
く
。
町
と
云

つ
て
も
聚
落
の
や
う
な
土
塀
に
圍
ま
れ
た
片
田
舎
の
町
で
あ
る
。
兵

舎
か
ら
四
五
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
た
。

協
和
會
の
事
務
所
に
寄
つ
て
、
そ
れ
か
ら
路
地
の
奥
の
「
鷹

亭
」
と

た
か
て
い

云
ふ
日
本
料
理
屋
へ
案
内
を
さ
れ
た
。

私
は
何
を
話
し
て
い
ゝ
の
か
困
つ
て
し
ま
つ
た
。

私
の
そ
ば
に
は
五
六
人
の
協
和
會
の
方
方
が
坐
つ
て
を
ら
れ
た
。

〈
陸
軍
病
院
で
講
演
〉

鷹
亭
の
座
談
會
を
濟
ま
せ
て
、
私
は
再
び
陸
軍
病
院
に
行
つ
た
。
傷

病
兵
の
方
方
へ
講
演
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
薄
暗

い
廣
間
に
白
衣
で
坐
つ
て
ゐ
る
兵
士
の
方
々
を
見
る
と
私
は
胸
が
い

つ
ぱ
い
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

〈
夕
食

赤
木
少
佐
の
官
舎
〉

夕
食
は
、
赤
木
さ
ん
の
官
舎
で
、
奥
樣
の
お
手
料
理
を
御
馳
走
に
な

つ
た
。
咽
喉
は
ま
す
ま
す
痛
い
。
木
下
少
將
、
四
手
井
大
佐
、
鹽
加

井
中
佐
、
春
山
中
佐
、
山
田
少
佐
、
こ
れ
だ
け
の
方
々
と
御
一
緒
で

御
飯
を
食
べ
た
の
は
愉
し
か
つ
た
。

食
事
な
か
ば
で
、
私
は
ま
た
協
和
會
の
方
々
の
町
の
座
談
會
へ
出
席

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

〈
月
夜
の
青
い
光
〉

流
石
に
疲
れ
て
へ
と
へ
と
で
あ
る
。
寒
い
月
夜
の
道
を
、
兵
隊
さ
ん

、
、

が
自
動
車
を
運
轉
し
て
下
さ
る
の
だ
け
れ
ど
濟
ま
な
い
と
思
つ
た
。



月
が
傘
を
着
て
靑
く
光
つ
て
ゐ
た
。

、

〈
協
和
会
主
催
の
町
の
座
談
会

〉

座
談
會
場
は
、
鷹
亭
の
前
の
旅
館
の
廣
間
で
、
も
う
町
の
有
志
の

方
々
が
大
分
あ
つ
ま
つ
て
ゐ
た
。

協
和
會
の
人
達
だ
の
、
郵
便
局
の
方
、
憲
兵
隊
の
方
々
、
女
事
務
員

の
人
達
が
、
壁
ぎ
は
に
並
ん
で
ゐ
ら
れ
た
。

寶
淸
の
歴
史
や
地
勢
を
熱
心
に
話
し
て
下
さ
る
方
が
あ
り
、
私
は
非

常
に
嬉
し
か
つ
た
。
寶
淸
の
發
展
も
、
軍
隊
が
這
入
つ
て
か
ら
急
速

に
整
つ
て
來
た
ら
し
く
、
か
う
し
た
邊
土
に
現
在
は
協
和
會
の
事
務

所
も
あ
る
の
だ
。

〈
夜
九
時
官
舎
へ
戻
る
〉

官
舎
へ
戻
つ
た
の
は
九
時
頃
で
あ
つ
た
。

歸
つ
て
す
ぐ
お
風
呂
を
よ
ば
れ
た
。
私
が
風
邪
を
引
い
て
ゐ
る
の
で
、

あ
た
ゝ
ま
る
や
う
に
と
、
蜜
柑
の
皮
が
袋
に
入
れ
て
浮
か
し
て
あ
つ

た
。
蜜
柑
の
香
り
が
し
て
い
ゝ
お
風
呂
で
あ
る
。
水
も
綺
麗
だ
っ
た
。

風
呂
か
ら
あ
が
つ
て
、
熱
い
お
番
茶
を
い
た
ゞ
い
た
。
も
う
十
時
が

來
た
の
か
、
電
氣
が
せ
は
し
く
明
滅
し
は
じ
め
て
ゐ
る
。

〈
お
月
様
〉

奥
さ
ま
お
手
製
の
お
い
し
い
羊
か
ん
も
よ
ば
れ
た
。
ア
ン
デ
ル
ヒ
ン

一九四〇年一月十八

日夜八時の月。

の
月
の
や
う
に
、
お
月
樣
が
こ
の
家
を
の
ぞ
い
て
ゐ
た
ら
、
隨
分
、

、

う
ち

愉
し
さ
う
だ
な
と
お
思
ひ
に
な
る
だ
ら
う
…
。

部
屋
の
寢
床
へ
這
入
つ
た
の
が
十
一
時
、
橫
に
な
る
と
、
躯
が
ぐ
る

ぐ
る
廻
る
や
う
な
變
な
氣
持
で
あ

つ
た
。
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
外
を

覗
い
て
み
る
と
、
も
う
小
山
の
上

の
歩
哨
の
兵
隊
さ
ん
は
暗
く
て
見

え
な
い
。
小
さ
い
月
が
、
仄
白
く

、

官
舎
の
庭
を
照
し
て
ゐ
る
。

寶
淸
の
月
夜
の
官
舎
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

、
、

一
月
十
八
日
（
木
）

零
下
二
十
七
度

午
後

兵
舎
で
昼
食

陸
軍
病
院
。
咽
喉
に
リ
ゴ
ー
ル
を
塗
っ
て
も
ら
う

協
和
会
事
務
所
に
寄
る

協
和
会
主
催
の
座
談
会
。
日
本
料
理
の
鷹
亭
に
て

陸
軍
病
院
。
傷
病
兵
に
講
演

赤
木
少
佐
の
官
舎
で
夕
食
会

協
和
会

町
の
座
談
会
。
鷹
亭
の
前
の
旅
館
に
て

二
十
一
時

官
舎
に
戻
る
。
入
浴

二
十
二
時

風
呂
か
ら
上
が
る

二
十
三
時

寢
床
に
入
る
。
赤
木
少
佐
の
官
舎
泊

宝
清
か
ら
佳
木
斯
へ

一九四〇年一月十八

日夜十一時の月。



風
邪
を
押
し
て
多
く
の
人
と
接
し
て
廻
っ
た
芙
美
子
の
行
動
力
に
は
頭
が

下
が
る
。
宝
清
で
の
一
日
は
充
実
し
た
一
日
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
軍
人
、

憲
兵
、
協
和
会
、
郵
便
局
、
女
事
務
員
、
軍
医
、
傷
病
兵
な
ど
多
く
の
人
と

接
す
る
事
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
翌
朝
の
芙
美
子
は
声
が
つ

ぶ
れ
て
い
た
。
十
九
日
の
朝
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
佳
木
斯
に
戻
る
日
だ
っ
た
。

芙
美
子
は
下
着
を
六
枚
、
靴
下
を
三
枚
、
ジ
ャ
ケ
ツ
に
ウ
ー
ル
の
服
を
着
、

そ
の
上
に
更
に
厚
い
毛
皮
の
コ
ー
ト
を
着
込
ん
で
飛
行
機
に
乗
っ
た
。
飛
行

機
は
も
の
す
ご
く
揺
れ
な
が
ら
も
一
時
間
余
り
で
佳
木
斯
に
着
い
た
。

朝
、
私
は
眼
を
覺
ま
し
た
け
れ
ど
、
左
の
眼
の
上
に
、
黒
い
煤
煙
が

ち
ら
ち
ら
し
て
不
快
だ
つ
た
。
聲
も
す
つ
か
り
つ
ぶ
れ
て
し
ま
つ
て

ゐ
る
。

鈴
木
さ
ん
と
朝
食
を
御
馳
走
に
な
つ
て
、
す
ぐ
飛
行
場
へ
行
つ
た
け

れ
ど
、
曇
天
で
風
が
あ
る
。

飛
行
機
に
乘
つ
た
時
は
メ
リ
ヤ
ス
だ
の
絹
だ
の
、
私
は
下
着
を
六
枚

も
着
込
ん
で
、
ジ
ヤ
ケ
ツ
に
ウ
ー
ル
の
服
、
そ
れ
に
厚
い
シ
ユ
ー
バ

さ
へ
も
着
て
ゐ
て
沓

下
は
三
枚
、
長
い
股

引
ま
で
は
い
て
ゐ
て
と
て

く
つ
し
た

も
ゝ
ひ
き

も
寒
い
の
だ
。
乘
客
は
御
用
商
人
の
ひ
と
が
一
人
私
は
後
尾
の
椅
子

へ
腰
を
か
け
て
ゐ
た
。
飛
行
士
は
昨
日
の
ひ
と
で
あ
っ
た
。

離
陸
し
て
間
も
な
く
、
窓
外
に
は
粉
雪
が
降
り
始
め
て
ゐ
た
。
飛
行

機
は
も
の
す
ご
く
ゆ
れ
て
ゐ
る
。

や
が
て
私
の
防
寒
帽
子
の
ひ
さ
し
に
、
樹
氷
の
や
う
な
細
い
ツ
ラ
ラ

が
咲
き
は
じ
め
て
き
た
。
私
の
息
が
ツ
ラ
ラ
に
な
つ
て
凍
つ
て
ゐ
る

の
だ
。

一
時
間
十
五
分
で
遠
く
佳
木
斯
が
見
え
は
じ
め
る
。

芙
美
子
が
乗
っ
た
満
州
航
空
の
飛
行
機
は
、
『
満
時
表
』
に
よ
る
と
、
午

前
十
時
四
十
分
宝
清
飛
行
場
発
、
十
一
時
五
十
分
佳
木
斯
飛
行
場
着
の
定
期

便
で
あ
る
事
が
判
る
。
佳
木
斯
に
着
く
と
朝
日
の
鈴
木
夫
妻
が
住
む
大
陸
ホ

テ
ル
に
旅
装
を
解
い
た
。

一
月
十
九
日
（
金
）

十
時
四
十
分

宝
清
飛
行
場
離
陸

十
一
時
五
十
分

佳
木
斯
飛
行
場
着
陸
。
大
陸
ホ
テ
ル
泊

佳
木
斯
、
追
分
、
弥
栄
、
牡
丹
江
、
綏
芬
河

佳
木
斯
に
戻
っ
た
芙
美
子
は
、
そ
の
後
、
佳
木
斯
の
開
拓
団
、
追
分
の
少

年
義
勇
隊
、
弥
栄
村
を
見
て
廻
っ
た
。
そ
の
あ
と
は
佳
木
斯
か
ら
牡
丹
江
に

南
下
し
、
牡
丹
江
か
ら
更
に
東
へ
百
九
十
三
キ
ロ
行
っ
た
ロ
シ
ア
と
の
国
境

に
あ
る
綏
芬
河
ま
で
脚
を
伸
ば
し
た
。

す
い
ふ
ん
が

一
月
二
十
日
（
土
）

佳
木
斯
。
岩
城
村
、
茨
城
村
の
開
拓
地
へ
。
大
陸
ホ
テ
ル
泊

一
月
二
十
一
日
（
日
）

九
時
〇
分

佳
木
斯
発
。
羅
津
行
き
一
〇
四
号
で
追
分
へ

十
時
八
分

追
分
着
。
少
年
義
勇
隊
を
訪
問

十
七
時
三
分

追
分
発
。
勃
利
行
き
一
四
四
号
で
弥
栄
村
へ

十
七
時
五
十
六
分

弥
栄
着
。
月
夜
の
弥
栄
村
を
歩
く



「
私
は
月
夜
の
彌
榮
村
を
し
ば
ら
く
歩
い
て
み
た
」

、
、

十
八
時
０
分

弥
栄
発
。
佳
木
斯
行
き
一
〇
三
号
で
佳
木
斯

へ
戻
る
（
８
）

十
九
時
三
十
五
分

佳
木
斯
着

一
月
二
十
二
日
（
月
）

佳
木
斯
。
大
陸
ホ
テ
ル
泊

一
月
二
十
三
日
（
火
）

九
時
〇
分

佳
木
斯
発
。
羅
津
行
き
一
〇
四
号
で
牡
丹
江
へ

二
十
時
三
十
三
分

牡
丹
江
着
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
泊

一
月
二
十
四
日
（
水
）

牡
丹
江
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
泊

一
月
二
十
五
日
（
木
）

九
時
〇
分

牡
丹
江
発
。
綏
芬
河
行
き
九
〇
一
号
で

綏
芬
河
へ

十
六
時
〇
分

綏
芬
河
着

芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」
は
、

時
間
表
を
調
べ
て
み
る
と
、
朝
八
時
に
綏
芬
河
行
き
の
列
車
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
乘
る
こ
と
に
き
め
て
早
く
床
に
つ
い
た
。
（
を
は
り
）

と
、
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
（
９
）

一九四〇年一月二十一日

夜六時の月。

綏
芬
河
か
ら
日
本
へ

芙
美
子
が
、
凍
れ
る
大
地
へ
の
旅
か
ら
日
本
の
福
岡
に
着
い
た
の
は
二
月

二
日
で
あ
っ
た
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
二
月
五
日
に
掲
載
さ
れ
た
芙
美
子
の
寄

稿
文
「
”
凍
れ
る
大
地
”

大
き
く
伸
び
る
力

行
く
先
々
に
見
る
心
打
つ

情
景

滿
洲
を
旅
し
て

林
芙
美
子
」
を
紹
介
す
る
記
事
に
、

林
芙
美
子
さ
ん
は
、
正
月
を
迎
へ
て
間
も
な
い
五
日
の
急
行
で
單
身

渡
滿
、
零
下
三
十
度
の
嚴
冬
に
閉
ざ
さ
れ
た
「
凍
れ
る
大
地
」
を
視

察
、
約
一
月
ぶ
り
で
二
日
夜
福
岡
に
歸
着
し
ま
し
た
。
以
下
は
林
さ

ん
の
手
記
で
あ
り
ま
す
。
―
写
真
は
林
芙
美
子
女
史
―

と
あ
る
。
芙
美
子
の
手
記
は
こ
の
二
月
五
日
と
、
二
月
十
三
日
の
「
雄
々
し

い
少
年
義
勇
隊

滿
洲
を
視
察
し
て

林
芙
美
子
」
と
の
二
回
に
分
け
て
掲

載
さ
れ
た
。
こ
の
手
記
に
大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の
が
雑
誌
『
新
女
苑
』
四

月
号
（
昭
和
十
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
凍
れ
る
大
地
」
で
あ
る
。

林
芙
美
子
が
見
た
宝

清

ぼ
う
ち
ん

【
宝
清
飛
行
場
】

芙
美
子
が
降
り
立
っ
た
飛
行
場
は
、
宝
清
を
囲
む
城
壁
の
西
門
の
外
に
あ

っ
た
。
満
州
国
の
康
德
元
年
（
一
九
三
四
年
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
面
積

は
約
十
六
，
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
正
方
形
に
直
せ
ば
一
辺
約
四
〇
八
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
で
あ
る
。
軍
用
の
他
に
民
間
の
満
州
航
空
も
利
用
し
て
佳
木
斯
と



結
ん
で
い
た
。
宝
清
は
日
本
軍
の
要
地
で
、
芙
美
子
が
訪
れ
た
年
の
翌
年

（
一
九
四
一
年
）
に
は
更
に
大
き
な
北
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
ま
た
翌

年
（
一
九
四
二
年
）
に
は
北
飛
行
場
よ
り
も
更
に
大
き
な
南
飛
行
場
が
建
設

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
芙
美
子
が
降
り
た
宝
清
飛
行
場
は
西
飛
行
場
と
呼
ば

れ
る
。
（
『
宝
清
県
志
』
）
（

）
10

宝清飛行場跡。現在は宝清明珠という住宅地となっている。2010 年 9 月 8 日撮。

【
宝
清
県
協
和
会
本
部
】

芙
美
子
が
協
和
会
主
催
の
座
談
会
に
出
た
時
、
立
ち
寄
っ
た
「
事
務
所
」

と
は
宝
清
県
協
和
会
本
部
の
事
で
あ
ろ
う
。
『
宝
清
県
志
』
編
纂
主
任
の
于

畔
海
氏
に
協
和
会
本
部
の
位
置
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
今
の
「
宝
清
商
業
大

廈
」
が
そ
れ
に
当
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
は
宝
清
の
街
の
中
心
部
に
位

置
し
、
道
路
を
挟
ん
で
斜
め
向
か
い
に
は
、
憲
兵
隊
本
部
が
あ
っ
た
。
そ
の

憲
兵
隊
本
部
は
、
現
在
は
郵
便
局
と
な
っ
て
い
た
。

宝清県協和会本部跡。現在は宝清商業大廈。2010 年 9 月 9 日撮。



【
宝
清
の
病
院
】

芙
美
子
は
「
ま
だ
寶
淸
が
こ
ん
な
に
整
は
な
い
以
前
は
、
病
人
は
醫
者
も

な
く
死
ぬ
の
を
待
つ
て
ゐ
た
と
云
ふ
土
地
だ
つ
た
さ
う
だ
」
と
、
協
和
会
主

催
の
座
談
会
で
聞
い
た
話
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
様
な
記
述
が

『
宝
清
県
志
』
に
あ
る
。

一
九
三
八
年
、
日
本
が
県
立
病
院
を
建
て
た
。
当
時
、
千
人
あ
た

り
の
医
師
は
〇
，
三
人
で
、
医
師
が
少
な
く
技
術
も
低
く
、
疫
病
が

流
行
す
る
と
沢
山
の
死
者
が
出
た
。
康
德
二
年
（
一
九
三
五
年
）
に

県
境
で
伝
染
病
が
発
生
す
る
と
二
百
七
十
人
の
患
者
の
う
ち
百
十
六

人
が
死
亡
し
た
。
死
亡
率
は
四
十
二
％
で
あ
っ
た
。
（587

頁
）

西
洋
医
学
の
医
師
は
、
一
九
二
九
年
以
来
、
張
躍
東
医
師
が
「
大

東
医
社
」
を
開
い
て
お
り
、
一
九
四
五
年
前
後
ま
で
「
協
和
薬
店
」

「
慈
恵
医
院
」
「
永
善
医
院
」
が
あ
っ
た
。
（589

頁
）

一
九
三
八
年
、
日
本
が
宝
清
県
病
院
を
建
て
る
と
日
本
人
の
岸
本

が
院
長
と
な
り
、
中
国
人
の
医
師
は
追
い
出
さ
れ
た
。
院
内
の
看
護

婦
は
大
部
分
が
日
本
人
で
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
婦
人
科
が
あ

っ
た
が
、
主
に
は
日
本
軍
と
役
人
が
医
療
の
対
象
で
あ
っ
た
。
（
略
）

一
九
四
一
年
に
初
め
て
外
科
手
術
が
行
わ
れ
虫
垂
炎
の
切
除
に
成
功

し
た
。
こ
れ
は
宝
清
の
医
療
史
上
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
（592

頁
）

芙
美
子
は
、
咽
喉
に
リ
ゴ
ー
ル
液
を
塗
っ
て
も
ら
い
、
傷
病
兵
の
た
め
に

慰
問
の
講
演
を
し
た
病
院
を
「
陸
軍
病
院
」
と
記
し
て
い
る
が
、
右
の
『
宝

清
県
志
』
で
は
「
宝
清
県
病
院
」
と
し
て
い
る
。

【
宝
清
の
兵
舎
】

「
飛
行
場
の
周
圍
に
あ
る
小
山
の
上
に
は
赤
煉
瓦
の
兵
舎
が
點
々
と
見
え

た
」
と
芙
美
子
が
記
し
た
兵
舎
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
は
芙
美
子
が

泊
っ
た
所
で
あ
り
、
將
校
達
と
昼
食
を
と
っ
た
所
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
于
畔

海
氏
に
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
今
の
宝
清
県
第
一
中
学
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
行

陸軍病院（宝清県病院）跡。現在は宝清鎮医院。2010年 9月 7日撮。



っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
芙
美
子
が
降
り
た
飛
行
場
か
ら
思
っ
た
ほ
ど
遠
く
な

く
、
高
さ
も
山
と
言
う
ほ
ど
高
く
は
な
い
、
な
だ
ら
か
な
丘
の
上
に
あ
っ
た
。

学
校
は
、
四
階
建
て
と
五
階
建
て
の
校
舎
が
並
ぶ
大
き
な
学
校
で
、
校
門

は
施
錠
さ
れ
て
い
た
。
中
国
の
学
校
は
ど
こ
で
も
警
備
が
厳
重
で
余
程
の
事

が
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
が
、
偽
満
期
の
兵
舎
跡
を
調
べ
に
来
た
と
言
う
と
、

幸
い
に
も
中
に
入
れ
て
く
れ
た
。

中
に
入
る
と
授
業
中
の
校
舎
は
シ
ン
と
し
て
静
か
だ
っ
た
が
、
中
を
抜
け

て
運
動
場
に
出
る
と
、
そ
の
運
動
場
は
ま
さ
し
く
兵
舎
の
跡
地
で
、
よ
く
見

る
と
建
物
の
基
礎
と
思
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
の
棒
が
残
っ
て
い
た
。

休
憩
時
間
に
な
っ
た
の
か
、
運
動
着
的
な
制
服
を
着
た
中
学
生
が
校
舎
か
ら

出
て
き
て
一
気
に
騒
が
し
く
な
っ
た
。
近
づ
い
て
来
た
一
人
の
教
員
が
、
煙

草
に
火
を
着
け
な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
靴
で
叩
き
、

昔
か
ら
こ
れ
は
あ
り
ま
す
、
と
言
っ
た
。
兵
舎
は
、
今
も
宝
清
の
人
々
の
記

憶
に
生
き
て
い
た
の
だ
。

芙
美
子
が
兵
舎
か
ら
見
た
風
景
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
兵
舎
か
ら
東
の
方
に
宝
清
の
町
が
見
下
ろ
せ
、
城
壁
が
見
え
る
。
城
門

に
は
兵
士
が
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
城
壁
の
西
側
に
は
飛
行
場
が
見
え
、

滑
走
路
が
城
壁
と
平
行
に
南
北
に
伸
び
て
い
る
。
飛
行
場
の
隣
に
は
日
本
軍

三
九
三
部
隊
の
本
部
が
あ
り
、
本
部
の
前
を
東
西
に
伸
び
る
道
路
の
街
路
樹

が
、
兵
舎
の
方
に
続
い
て
い
る
。
街
路
樹
の
向
こ
う
に
は
司
法
部
の
建
物
が

見
え
る
」

城
壁
に
囲
ま
れ
た
宝
清
の
西
城
外
に
は
、
飛
行
場
、
病
院
、
部
隊
、
兵
舎
、

司
法
部
等
、
日
本
軍
の
施
設
が
広
が
り
、
城
壁
の
中
に
は
憲
兵
隊
の
本
部
、

協
和
会
の
本
部
、
郵
便
局
が
あ
る
。
宝
清
の
町
は
こ
の
様
な
配
置
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。

【
宝
清
鎮
平
面
図
】

宝
清
に
は
町
の
地
図
が
無
か
っ
た
。
長
距
離
バ
ス
の
基
点
駅
な
ら
置
い
て

い
る
と
思
っ
た
が
そ
こ
に
も
無
く
、
地
図
無
し
の
状
態
で
は
位
置
を
掴
む
事

が
難
し
か
っ
た
。
地
方
志
辨
公
室
で
于
畔
海
氏
に
地
図
の
有
無
を
尋
ね
た
と

兵舎跡。現在は宝清県第一中学の運動場。右の建物は校舎。2010 年 9 月 8 日撮。



こ
ろ
、
や
は
り
無
い
と
言
う
。
地
図
そ
の
も
の
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
様
だ

っ
た
。
だ
が
こ
れ
な
ら
有
る
と
『
宝
清
県
志
』
を
繰
っ
て
見
せ
ら
れ
た
古
地

図
の
様
な
も
の
が
役
に
立
っ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
示
し
た
「
宝
清
鎮
平
面

図
」
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
の
も
の
か
注
記
が
な
く
正
確
に
は
分
ら
な
い
が
、

人
民
医
院
や
微
電
機
廠
（
マ
イ
コ
ン
工
場
）
、
加
油
站
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
）
の
名
が
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、
出
版
年
で
あ
る
一
九
九
三
年
に
近
い
頃

の
地
図
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
地
図
の
上
に
、
芙
美
子
が
訪
れ
た
一
九
四
〇
年
当
時
の
「
兵
舎
」

「
司
法
局
」
「
三
九
三
部
隊
」
「
飛
行
場
」
「
陸
軍
病
院
」
「
城
門
」
「
憲
兵
隊

本
部
」
「
協
和
会
本
部
」
「
城
壁
」
「
運
河
」
「
北
飛
行
場
」
（
一
九
四
一
年
建

設
）
の
位
置
を
書
き
加
え
た
。
芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」
を
読
む
上
で
こ

の
地
図
は
参
考
に
な
る
。



兵
舎
の
跡
を
見
る
た
め
に
第
一
中
学
の
運
動
場
に
立
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
。

初
老
の
男
性
が
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
近
づ
い
て
来
た
。
学
校
の
用
務
員
ら
し

き
人
で
宝
清
の
生
れ
だ
と
言
う
。
丁
度
、
宝
清
に
詳
し
い
市
井
の
人
を
見
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
一
九
四
〇
年
の
頃
の
宝
清
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
。
す
る
と
や
や
済
ま
な
さ
そ
う
な
表
情
を
し
て
、
そ
の
時
代
の
事
は
余

り
記
憶
が
な
い
、
し
か
し
そ
の
時
代
の
事
に
詳
し
い
老
人
達
が
い
る
、
そ
こ

へ
行
け
ば
話
を
聞
け
る
だ
ろ
う
、
と
居
る
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
。

【
ば
か
や
ろ
う
】

老
人
達
が
集
ま
る
の
は
決
ま
っ
て
午
後
一
時
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
場
所
は
、

校
門
を
出
て
少
し
下
っ
た
所
に
あ
る
街
路
樹
の
下
だ
と
聞
き
、
午
後
一
時
ま

で
待
っ
て
街
路
樹
の
下
へ
行
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
七
、
八
人
の
老
翁
達

が
い
た
。
そ
の
う
ち
の
誰
が
当
時
の
事
に
詳
し
い
の
か
分
ら
な
か
っ
た
が
、

ま
ず
は
話
し
易
そ
う
な
人
を
と
、
老
翁
達
を
見
な
が
ら
近
づ
く
と
、
一
人
の

老
人
が
私
に
気
付
き
「
日
本
回
来
了
！
（
リ
ー
ベ
ン

フ
イ
ラ
イ

ラ
）
」
と

大
き
な
声
で
言
っ
た
。
「
日
本
が
戻
っ
て
来
た
」
と
い
う
意
味
だ
。
老
人
の

眼
は
吊
り
上
が
っ
て
い
た
。

骨
格
が
太
い
精
悍
な
顔
の
老
人
だ
っ
た
。
樹
影
の
下
が
一
気
に
緊
張
し
た

の
が
分
っ
た
。
更
に
近
づ
く
私
を
指
さ
し
て
「
ば
か
や
ろ
う
！
」
と
日
本
語

で
言
っ
た
。
こ
の
老
人
は
当
時
の
事
を
何
か
知
っ
て
い
る
。

傍
に
近
づ
い
て
老
人
の
橫
に
坐
る
と
、
老
翁
達
が
周
り
を
取
り
囲
み
、
一

つ
の
輪
が
出
来
た
。
老
翁
達
は
何
故
私
が
こ
こ
に
来
た
の
か
を
聞
い
た
。
私

は
林
芙
美
子
と
い
う
作
家
が
一
九
四
〇
年
一
月
に
宝
清
に
来
た
事
、
そ
の
時

の
協
和
会
本
部
や
、
兵
舎
、
城
壁
等
の
旧
跡
を
調
べ
て
い
る
事
を
話
し
た
。

そ
の
間
に
輪
の
緊
張
が
少
し
ず
つ
解
れ
て
来
る
の
が
分
っ
た
。

「
ば
か
や
ろ
う
」
と
叫
ん
だ
老
人
が
語
っ
た
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

偽
満
期
の
宝
清
で
は
、
良
い
食
料
を
持
ち
、
綺
麗
な
衣
料
を
着
て

い
る
中
国
人
は
「
経
済
犯
」
だ
っ
た
。
私
が
十
四
歳
の
時
、
父
が
私

の
兄
二
人
を
連
れ
て
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
一
人
の
憲
兵
に
捕
ま
り
、

憲
兵
隊
の
監
獄
に
三

日
間
入
れ
ら
れ
た
。

三
日
後
に
家
に
帰
っ

て
来
た
が
、
父
は
間

も
な
く
死
ん
だ
。
五

十
歳
だ
っ
た
。
何
故

憲
兵
に
捕
ま
っ
た
か

と
言
え
ば
、
そ
の
時
、

父
は
白
い
包
子
（
パ
オ
ズ
。
中
華
饅
頭
）
を
重
ね
た
お
盆
を
両
手
に

持
っ
て
い
た
。
そ
の
包
子
が
経
済
犯
と
見
な
さ
れ
た
。
私
の
母
は
そ

の
時
既
に
死
ん
で
い
て
、
父
は
母
の
墓
に
供
え
る
た
め
に
包
子
を
作

り
、
そ
れ
を
持
っ
て
墓
参
り
に
行
く
途
中
だ
っ
た
。
父
が
死
ん
だ
の

は
監
獄
の
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
時
風
邪
を
引
い
て
い
た
せ

い
な
の
か
分
ら
な
い
。
だ
が
、
私
は
日
本
を
憎
ん
で
い
る
。
「
我
恨
日

本
！
（
ウ
ヲ

ヘ
ン

リ
ー
ベ
ン
）
」

老
人
は
一
九
二
八
年
生
れ
の
八
十
二
歳
だ
っ
た
。
父
の
死
は
、
一
九
四
二
年

の
事
に
な
る
。
一
九
四
二
年
は
、
日
本
が
一
九
四
一
年
の
北
飛
行
場
に
続
い

て
三
つ
目
の
南
飛
行
場
を
宝
清
に
造
っ
た
年
で
あ
る
。
別
の
老
翁
に
よ
る
と

父の死を語る老人



日
本
は
宝
清
の
事
を
「
大
大
哈
爾
浜
、
小
小
宝
清
」
と
称
し
た
く
ら
い
、
哈

爾
浜
に
次
い
で
宝
清
を
重
要
視
し
て
い
た
と
言
う
。
又
別
の
老
翁
は
、
こ
の

時
代
は
中
国
人
か
ら
言
え
ば
「
人
間
地
獄
」
で
、
自
分
た
ち
の
生
活
は
「
暗

無
天
日
」
（
正
義
も
道
理
も
な
い
暗
黒
社
会
）
の
日
々
だ
っ
た
、
と
言
っ
た
。

又
別
の
老
翁
は
、
日
本
は
「
経
済
犯
」
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
が
、
日
本

人
は
平
民
の
家
か
ら
食
料
を
奪
っ
て
、
そ
の
た
め
に
餓
死
し
た
中
国
人
が
沢

山
い
た
、
と
言
っ
た
。
ま
た
、
別
の
老
翁
は
、
日
本
人
は
い
つ
も
「
ば
か
や

ろ
う
。
ば
か
や
ろ
う
」
と
怒
鳴
っ
た
、
だ
か
ら
こ
の
言
葉
を
覚
え
て
い
る
の

だ
と
言
っ
た
。

老
翁
達
が
次
々
に
話
を
し
て
い
る
時
、
先
程
の
精
悍
な
老
人
が
突
然
、

「
五
十
一
字
を
知
っ
て
い
る
」
と
言
い
、
日
本
語
で
「
あ
い
う
え
お
、
か
き

く
け
こ
、
さ
し
す
せ
そ
」
と
言
い
出
し
た
。
そ
し
て
、
私
達
は
学
校
で
六
年

間
日
本
語
を
教
え
ら
れ
た
、
日
本
人
の
先
生
に
は
反
戦
の
考
え
を
持
つ
人
が

い
た
、
そ
の
先
生
は
「
は
と
め
先
生
」
だ
っ
た
（
は
っ
と
り
先
生
か
）
、
と

語
り
、
次
第
に
当
時
学
ん
だ
日
本
語
を
思
い
出
し
て
来
た
様
で
あ
っ
た
。
続

け
て
「
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
し
、
ご
、
ろ
く
、
し
ち
」
と
言
い
、
指
で
自
分

の
頭
を
指
し
て
「
あ
た
ま
」
、
口
を
指
し
て
「
く
ち
」
、
鼻
を
指
し
て
「
は

な
」
と
言
い
、
「
て
」
「
み
み
」
あ
し
」
「
く
つ
」
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
「
お

か
あ
さ
ん
」
と
言
い
、
「
わ
た
く
し
は
」
と
言
っ
た
。

他
の
老
翁
は
自
分
の
父
が
見
た
事
を
語
っ
た
。
―

日
本
が
負
け
た
後
、

宝
清
の
町
を
馬
を
引
い
て
通
る
日
本
人
が
い
た
。
馬
に
は
老
婆
が
乗
り
、
若

い
男
が
引
い
て
い
た
。
二
人
が
大
き
な
声
で
何
か
を
言
い
合
っ
た
か
と
思
う

と
、
若
い
男
が
老
婆
を
馬
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
し
、
男
は
馬
に
跨
っ
て
去
っ

て
行
っ
た
。
泣
き
な
が
ら
立
ち
尽
く
す
老
婆
は
、
盲
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
親

子
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
。
言
い
合
う
言
葉
は
日
本
語
だ
っ
た
。

―

と
語
り
、
そ
れ
く
ら
い
日
本
人
の
心
は
荒
ん
で
い
た
、
と
憐
れ
み
の
表

情
を
見
せ
た
。

ま
た
、
他
の
老
翁
は
日
本
の
開
拓
団
の
事
を
話
し
た
。
―

宝
清
に
来
た

開
拓
団
は
琉
球
か
ら
来
た
団
員
が
多
か
っ
た
。
自
分
達
中
国
人
は
彼
ら
を

「
小
琉
球
（
シ
ア
オ

リ
ユ
チ
ユ
）
」
と
呼
ん
だ
。
日
本
が
負
け
て
宝
清
か
ら

退
却
す
る
時
、
多
く
の
日
本
人
が
殺
さ
れ
て
酷
い
目
に
あ
っ
た
。
特
に
女
性

と
子
供
が
害
を
受
け
た
。
琉
球
か
ら
の
開
拓
団
員
の
中
に
は
、
自
分
で
首
を

吊
っ
て
自
殺
す
る
人
が
い
た
。
街
路
樹
の
枝
に
何
人
も
の
人
が
首
を
吊
っ
て

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
を
見
た

―

老
翁
達
の
年
齢
は
八
十
歳
か
ら
八
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
何
か
を
知
っ
て
い

る
ど
こ
ろ
か
、
何
で
も
見
て
知
っ
て
い
る
人
達
だ
っ
た
。
互
い
の
話
を
聞
き

な
が
ら
次
か
ら
次
へ
と
記
憶
が
蘇
っ
て
来
た
の
だ
。

今
、
八
十
歳
代
の
人
は
貴
重
な
人
材
で
あ
る
と
言
え
る
。
世
界
中
の
八
十

歳
代
は
、
今
や
薄
れ
て
行
く
運
命
に
あ
る
歴
史
の
中
を
生
き
て
来
た
。
消
え

ゆ
く
歴
史
を
如
実
に
語
る
事
が
出
来
る
。
現
在
私
達
は
、
彼
等
の
話
を
聞
け

る
か
、
も
う
聞
け
な
く
な
る
か
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
。

【
『
宝
清
県
志
』
が
伝
え
る
日
本
】

宝
清
の
日
本
軍
は
三
九
三
部
隊
で
、
今
の
第
四
小
学
校
に
本
部
が
あ
っ
た

と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
老
翁
達
で
あ
っ
た
。
老
翁
達
は
ま
た
芙
美
子
が
降

り
た
民
用
飛
行
場
は
今
の
宝
清
明
珠
区
だ
と
も
教
え
て
く
れ
た
。
彼
等
は

『
宝
清
県
志
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
『
宝
清
県
志
』
に
は
彼
等
が
語
っ
た
事
を
裏
付
け
る
記
載
が
あ
る
。



〈
三
九
三
部
隊
〉

三
九
三
部
隊
‥
康
德
八
年
（
一
九
四
一
年
）
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
後
、

宝
清
の
守
備
隊
は
三
九
三
部
隊
に
な
っ
た
。
旅
団
に
は
騎
兵
、
自
動

車
、
戦
車
、
砲
兵
等
の
部
隊
が
あ
り
、
総
数
約
五
百
名
で
あ
っ
た
。

〈
憲
兵
隊
〉

日
本
憲
兵
隊
宝
清
分
隊
‥
康
德
四
年
（
一
九
三
七
年
）
設
立
。
隊
長

代
理
は
前
田
曹
長
。
下
に
特
高
部
、
庶
務
部
が
あ
り
、
特
高
部
長
は

大
山
曹
長
、
庶
務
部
長
は
房
内
軍
曹
。
特
高
部
の
下
に
、
戦
務
や
外

勤
等
を
尋
問
す
る
班
を
設
け
、
庶
務
部
の
下
に
は
、
文
書
、
会
計
、

人
事
の
班
が
あ
っ
た
。

〈
開
拓
団
〉

日
本
開
拓
民
団
武
装
‥
宝
清
は
日
本
侵
略
者
が
東
北
方
面
に
展
開
す

る
移
民
計
画
の
重
点
地
区
で
あ
っ
た
。
康
德
元
年
（
一
九
三
四
年
）

一
月
、
宝
清
県
の
民
間
の
土
地
を
没
収
し
、
ほ
ぼ
八
〇
％
の
耕
作
可

能
地
を
取
り
上
げ
た
。
康
德
八
年
（
一
九
四
一
年
）
か
ら
一
九
四
五

年
ま
で
の
間
に
、
宝
清
全
県
に
侵
入
し
た
日
本
人
武
装
開
拓
団
は
二

十
三
（
そ
の
内
集
団
移
民
団
十
三
、
義
勇
隊
移
民
団
十
）
、
報
国
農
場

は
六
で
、
在
籍
人
数
は
総
計
六
千
七
百
四
十
九
人
を
数
え
、
軽
機
銃

や
三
八
歩
兵
銃
、
手
榴
弾
で
武
装
し
、
宝
清
人
民
を
苦
難
の
ど
ん
底

に
陥
れ
た
。
（481

頁
）

ま
た
宝
清
県
に
近
い
集
賢
県
の
県
志
に
は
次
の
様
な
記
載
が
あ
る
。

〈
日
本
に
よ
る
開
拓
団
員
大
虐
殺
〉

日
本
侵
略
者
は
中
国
人
民
に
残
酷
な
行
為
を
し
た
の
み
な
ら
ず
、
日

本
人
民
に
対
し
て
も
軍
国
主
義
的
に
振
舞
っ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
、

日
本
が
投
降
し
て
撤
退
が
始
ま
っ
た
時
、
開
拓
団
の
武
装
分
子
は
、

開
拓
団
の
日
本
移
民
千
六
百
余
人
を
二
十
棟
の
倉
庫
に
閉
じ
込
め
て

ガ
ソ
リ
ン
に
点
火
し
、
外
で
は
機
関
銃
を
掃
射
し
て
手
榴
弾
を
爆
発

さ
せ
、
生
き
た
ま
ま
焼
死
、
爆
死
さ
せ
た
。
生
存
者
は
僅
か
で
あ
っ

た
。
（
黒
龍
江
省
集
賢
県
県
志
編
纂
委
員
会
編
『
集
賢
県
志
』
一
九
八

五
年
刊573

頁
）

こ
の
様
な
お
ぞ
ま
し
い
内
容
の
記
載
も
あ
る
。

芙
美
子
と
戦
争

芙
美
子
は
戦
争
と
向
き
合
っ
て
凍
れ
る
大
地
を
旅
し
た
。
新
聞
記
者
に
は

「
日
程
な
ど
全
く
も
た
ず
勝
手
氣
ま
ゝ
に
歩
く
積
り
で
す
」
と
語
り
、
「
凍

れ
る
大
地
」
に
は
、
「
こ
の
旅
立
ち
は
あ
わ
た
だ
し
い
計
畫
で
あ
つ
て
、
滿

洲
行
き
に
つ
い
て
は
、
何
一
つ
、
私
は
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
を
つ
く
ら
な
か
つ
た
。

一
册
の
案
内
書
も
持
た
な
け
れ
ば
、
誰
彼
へ
の
紹
介
状
も
持
た
な
い
」
と
書

い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
安
東
で
八
木
元
八
に
会
い
、
行
く
先
々
で
朝
日
新

聞
の
世
話
を
受
け
、
ま
た
出
発
前
に
は
鈴
木
庫
三
少
佐
か
ら
「
文
士
林
芙
美

子
女
史
が
満
州
を
訪
れ
る
と
云
ふ
の
で
私
が
陸
軍
報
道
部
に
ゐ
る
こ
ろ
渡
満

後
に
於
け
る
便
宜
を
与
へ
て
青
少
年
義
勇
軍
に
関
す
る
こ
と
も
少
し
原
稿
に

書
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
つ
て
満
拓
の
喜
田
一
雄
氏
な
ど
に
も
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
」
（

）
と
い
う
便
宜
を
受
け
て
い
た
。

11

気
ま
ま
に
旅
を
し
た
の
で
は
な
く
、
周
到
に
準
備
を
し
て
真
正
面
か
ら
戦

争
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。
で
は
芙
美
子
は
、
南
京
、
漢
口
、
満
州
、
ジ
ャ

ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
等
の
戦
地
を
見
て
何
を
考
え
、
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
。



そ
れ
は
、
林
芙
美
子
が
終
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で

雑
誌
『
紺
青
』
に
発
表
し
た
小
説
「
作
家
の
手
帳
」
に
表
れ
て
い
る
。
「
作

家
の
手
帳
」
に
は
、
凍
れ
る
大
地
を
旅
し
た
後
、
何
を
感
じ
、
何
を
考
え
た

か
が
書
か
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
、
日
本
の
滿
洲
開
拓
の
事
業
を
考
へ
て
み
ま
す
と
、
何

だ
か
ぞ
つ
と
す
る
ほ
ど
の
寒
氣
を
感
じ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
。

耕
地
も
な
け
れ
ば
、
道
す
ら
も
な
い
、
し
か
も
家
も
な
い
荒
涼
と
し

た
寒
い
土
地
々
々
へ
無
雜
作
に
人
間
を
送
り
、
そ
の
開
拓
民
た
ち
が
、

ま
づ
、
住
む
家
を
つ
く
り
、
そ
れ
か
ら
耕
作
し
て
、
何
年
目
か
に
ト

ラ
ッ
ク
の
道
を
つ
け
る
の
で
す
。
何
の
思
ひ
や
り
も
な
く
裸
身
の
ま

ま
の
人
間
を
送
り
こ
ん
で
、
長
い
間
か
か
つ
て
、
や
つ
と
ど
う
に
か

な
つ
た
時
に
こ
の
敗
戰
な
の
で
す
。
政
府
が
、
滿
洲
の
開
拓
民
の

人
々
に
ど
れ
だ
け
の
責
任
を
負
ふ
の
で
せ
う
か
。
日
本
で
の
土
地
を

手
放
し
て
、
意
氣
に
燃
え
て
渡
滿
し
て
行
つ
た
人
々
が
、
今
度
は
ま

た
裸
で
戻
つ
て
來
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
と
達
の
土
地
は

も
う
故
鄕
に
は
な
い
の
で
す
。

こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
芙
美
子
が
訪
れ
た
宝
清
、
佳
木
斯
、
牡
丹
江
の
事
を
言

っ
て
い
る
。
だ
が
、
凍
れ
る
大
地
で
懸
命
に
生
き
る
同
胞
を
見
て
、
書
き
た

く
て
も
そ
の
時
は
書
け
な
か
っ
た
。
時
代
が
許
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、

今
は
書
け
る
。
だ
か
ら
書
い
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
芙
美
子
は
真
正
面
か

ら
政
府
を
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
戒
め
は
自
分
に
も
向
け
ら
れ
る
。

希
望
や
憧
憬
を
見
す
て
ゝ
ゐ
た
長
い
戰
争
を
、
戰
争
が
終
つ
た
か

ら
と
い
つ
て
、
す
ぐ
け
ろ
り
と
忘
れ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り

得
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
一
應
は
す
べ
て
の
人
達
の
胸
に
、
こ

の
悲
劇
を
胸
に
焼
き
つ
け
て
、
け
ん
そ
ん
な
気
持
ち
で
、
天
に
ひ
れ

伏
さ
な
け
れ
ば
、
ま
た
再
び
、
虚
僞
の
渦
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、

私
達
は
怖
ろ
し
い
苦
役
の
底
に
沈
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
が
來
る
と
思
ひ
ま
す
。

宝
清
の
老
翁
達
は
私
の
前
で
怒
り
、
悲
し
み
、
憐
れ
み
、
そ
し
て
平
和
な

今
に
心
か
ら
笑
顔
を
見
せ
た
。
彼
ら
は
、
戦
争
が
い
か
に
悲
惨
で
非
道
な
も

の
か
を
、
私
に
話
し
て
聞
か
せ
た
。
そ
れ
を
、
芙
美
子
は
願
っ
て
い
た
。

五
十
年
位
も
た
つ
て
、
い
ま
生
き
て
ゐ
る
す
べ
て
の
私
達
が
土
の

下
に
は
い
つ
て
し
ま
つ
た
頃
、
未
來
の
子
供
た
ち
は
、
兵
隊
の
ゐ
な

い
私
達
の
國
を
不
思
議
に
思
ふ
こ
と
で
せ
う
。
そ
の
時
に
こ
そ
、
こ

ん
ど
の
長
い
戰
争
が
ど
ん
な
に
悲
劇
で
苦
し
か
っ
た
と
い
ふ
話
を
長

老
は
し
て
き
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
せ
う
。

芙
美
子
は
五
十
年
後
を
心
配
し
て
こ
う
書
い
た
が
、
そ
の
願
い
は
七
十
年

後
の
宝
清
で
、
中
国
人
の
長
老
に
よ
っ
て
叶
え
ら
れ
た
。
ま
る
で
私
が
宝
清

に
行
く
事
を
、
予
言
し
て
い
た
か
の
様
に
思
え
る
。
私
は
芙
美
子
の
た
め
に

も
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
向
か
っ
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

あ
と
が
き

宝
清
は
遠
か
っ
た
。
哈
爾
浜
か
ら
列
車
に
乗
っ
て
佳
木
斯
ま
で
七
時
間
か

か
り
、
佳
木
斯
で
は
芙
美
子
と
同
じ
様
に
二
泊
し
た
。
佳
木
斯
か
ら
は
鉄
道

が
無
く
、
満
員
の
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
事
四
時
間
で
宝
清
に
着
い
た
。
着
い
た



時
は
、
駅
舎
に
掲
げ
ら
れ
た
「
宝
清
」
の
文
字
を
見
て
、
遂
に
こ
こ
ま
で
来

た
か
、
と
思
っ
た
。
宝
清
は
今
で
も
辺
境
の
地
で
あ
る
。
そ
れ
は
街
を
歩
け

ば
判
る
。
ま
る
で
一
九
七
〇
年
代
の
中
国
の
様
に
、
人
民
政
府
の
建
物
が
偉

観
を
誇
り
、
夜
の
街
は
光
が
少
な
く
真
っ
暗
に
感
じ
る
。
夕
食
に
小
籠
包
を

食
べ
に
入
る
と
、
満
腹
し
て
四
元
（
五
十
二
円
）
で
済
む
。
経
営
す
る
若
い

夫
婦
は
、
上
海
か
ら
宝
清
に
移
り
住
ん
だ
理
由
を
、
後
れ
た
町
だ
か
ら
上
海

で
蓄
え
た
資
金
が
生
き
る
、
と
言
う
。
街
を
歩
き
な
が
ら
、
こ
ん
な
辺
地
に

よ
く
ぞ
芙
美
子
は
来
た
も
の
だ
と
、
何
度
も
思
っ
た
。

宝
清
へ
は
人
の
協
力
な
く
し
て
は
行
け
な
か
っ
た
。
ま
た
本
稿
も
人
の
助

言
な
く
し
て
は
成
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。
哈
爾

浜
に
行
く
に
当
っ
て
は
、
北
京
魯
迅
博
物
館
の
黄
喬
生
副
館
長
と
中
国
人
民

大
学
文
学
院
の
孫
郁
院
長
の
力
添
え
が
無
け
れ
ば
叶
わ
な
か
っ
た
。
哈
爾
浜

で
は
、
黒
龍
江
省
社
会
科
学
院
の
趙
玉
貴
社
長
と
王
敬
栄
教
授
、
学
習
与
探

索
雑
誌
社
の
温
麗
娟
氏
か
ら
、
佳
木
斯
で
調
査
す
べ
き
機
関
を
教
示
さ
れ
た
。

佳
木
斯
で
は
、
佳
木
斯
市
地
方
志
辨
公
室
の
楊
萍
主
任
と
、
北
方
佳
賓
酒
業

（
汾
酒
廠
）
の
宋
金
和
副
経
理
に
会
い
、
宋
金
和
氏
が
蒐
集
所
蔵
す
る
偽
満

期
の
日
本
軍
の
貴
重
な
実
物
資
料
を
見
る
事
が
出
来
た
。
そ
こ
に
は
軍
刀
、

軍
服
、
勲
章
か
ら
命
令
文
書
、
書
簡
、
新
聞
、
雑
誌
に
至
る
ま
で
厖
大
な
資

料
が
あ
っ
た
。
宝
清
で
は
、
宝
清
県
地
方
志
辨
公
室
の
于
畔
海
主
任
が
、
自

ら
『
宝
清
県
志
』
を
繰
っ
て
、
将
校
、
協
和
会
等
の
関
連
記
述
を
示
し
て
く

れ
た
。
か
く
も
多
く
の
人
物
と
会
う
事
が
出
来
た
の
は
、
偏
に
福
山
大
学
人

間
文
化
学
部
に
研
究
生
と
し
て
在
籍
し
、
出
版
文
化
を
研
究
す
る
張
勝
氏
の

尽
力
に
よ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」
が
、
中
公
文
庫
の
『
戦
地
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
事
、
そ
の
初
出
は
雑
誌
『
新
女
苑
』
で
あ
る
事
、
雑
誌
掲
載
時
に
検
閲

が
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
は
、
林
芙
美
子
記
念
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
浦

野
利
喜
子
氏
よ
り
教
え
て
戴
い
た
。
ま
た
林
福
江
氏
か
ら
は
、
芙
美
子
所
蔵

の
銀
製
腕
輪
の
背
景
を
調
査
す
る
上
で
必
要
と
な
る
資
料
を
提
供
し
て
戴
い

た
。
併
せ
て
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
、

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

注
（
１
）
「
凍
れ
る
大
地
」
。
芙
美
子
が
一
九
四
〇
年
一
月
に
満
州
を
回
っ
た
時

の
旅
行
記
。
中
公
文
庫
『
戦
線
』
（
中
央
公
論
新
社
二
〇
〇
六
年
七

月
二
十
五
日
発
行
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
初
出
は
実
業
之
日
本
社

昭
和
十
五
年
四
月
一
日
発
行
の
『
新
女
苑
』
四
月
特
別
号
、
二
九
〇

頁
～
三
四
一
頁
。

（
２
）
『
林
芙
美
子
全
集
』
第
十
六
巻
文
泉
堂
出
版
（
昭
和
五
十
二
年
四
月

二
十
日
発
行
、292

頁
）
は
、
林
芙
美
子
が
「
放
浪
記
」
の
印
税
で

滿
洲
、
上
海
に
出
発
し
た
の
は
、
「
八
月
中
旬
」
と
し
て
い
る
。

（
３
）
『
満
洲
支
那
汽
車
時
間
表
』
（
昭
和
十
五
年
八
月
一
日
発
行
）
は
、

『
満
洲
朝
鮮
復
刻
時
刻
表

附
台
湾
・
樺
太
復
刻
時
刻
表
』
（
新
潮

社
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
日
発
行
）
に
拠
る
。

（
４
）
滿
洲
日
日
新
聞
社
発
行
の
日
本
語
新
聞
。
本
社
は
奉
天
。
康
德
七
年

（
昭
和
十
五
年
）
一
月
七
日
第
七
面
。
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館

所
蔵
。



（
５
）
『
滿
洲
日
日
新
聞
』
康
德
七
年
（
昭
和
十
五
年
）
一
月
九
日
夕
刊
第

二
面
。

（
６
）
「
昭
和
三
年
の
夏
か
ら
秋
へ
か
け
て
」
と
芙
美
子
は
記
す
が
、
実
際

に
は
昭
和
五
年
の
事
で
あ
る
。
続
く
筆
で
「
あ
れ
か
ら
十
年
た
つ
た

現
在
も
」
と
記
し
て
い
る
事
か
ら
も
、
こ
れ
を
書
い
た
年
の
昭
和
十

五
年
か
ら
十
年
前
は
昭
和
五
年
で
あ
る
事
が
判
る
。

（
７
）
八
木
元
八
著
『
随
筆

舊
雨
』
東
峰
書
房
、
昭
和
十
六
年
五
月
十
一

日
発
行
。
こ
の
書
は
、
芙
美

子
が
編
集
と
装
幀
の
一
切
を

引
き
受
け
た
も
の
で
、
別
刷

り
で
芙
美
子
の
推
薦
文
も
挟

ん
で
い
る
。
八
木
の
自
序
に

は
「
こ
の
随
筆
の
新
聞
切
抜

き
が
、
雜
然
と
し
て
集
め
保
存
さ
れ
て

あ
つ
た
も
の
が
、
た
ま
た
ま
林
芙
美
子

女
史
の
目
に
と
ま
り
、
本
に
纏
め
る
や

う
慫
慂
さ
れ
、
造
本
印
刷
等
一
切
の
面

倒
は
女
史
が
見
て
下
さ
る
と
云
ふ
の
で
お
委
せ
し
た
次
第
で
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
８
）
佳
木
斯
周
辺
の
追
分
と
弥
栄
村
を
列
車
を
利
用
し
て
訪
ね
た
芙
美
子

は
、
月
夜
の
弥
栄
村
を
歩
い
た
時
の
事
を
「
歩
い
て
い
る
と
、
齒
の

根
が
震
へ
る
ほ
ど
寒
い
の
で
驛
へ
歸
つ
た
。
佳
木
斯
行
の
汽
車
の
來

る
ま
で
は
、
ま
だ
二
三
十
分
あ
る
と
云
ふ
の
で
、
私
達
は
驛
長
室
で

汽
車
を
待
た
し
て
貰
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
日
の
列
車
の
運

八 木 元 八

行
が
『
満
時
表
』
の
時
刻
通
り
で
あ
る
な
ら
、
弥
栄
村
で
の
滞
在
時

間
は
、
十
七
時
五
十
六
分
か
ら
十
八
時
０
分
ま
で
の
六
分
間
し
か
な

く
、
駅
長
室
で
二
三
十
分
待
っ
た
と
記
す
芙
美
子
の
記
述
と
合
わ
な

い
。
恐
ら
く
こ
の
日
の
佳
木
斯
行
き103

号
は
『
満
時
表
』
の
時
刻

よ
り
遅
れ
て
運
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
綏
芬
河
行
き

901

号
列
車
は
、
九
時
０
分
発
だ
が
、
牡
丹
江
駅
に

は
八
時
二
十
五
分
に
到
着
す
る
。
だ
か
ら
芙
美
子
は
「
朝
八
時
に
綏

芬
河
行
き
の
列
車
が
あ
る
」
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
宝
清
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
宝
清
県
志
』
一
九
九
三
年
刊
。
全

10

七
三
八
頁
に
及
ぶ
こ
の
地
方
志
は
、
偽
満
時
代
の
資
料
を
詳
細
に
載

せ
て
い
る
。
現
在
の
編
纂
室
主
任
は
于
畔
海
氏
。
『
宝
清
年
鑑
』
を

も
編
纂
す
る
宝
清
県
地
方
志
辨
公
室
（
史
志
辨
）
は
、
黒
竜
江
省
の

「
先
進
集
体
」
と
褒
賞
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
宝
清
県
志
』
は
ウ
エ

ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
て
「
中
国
龍
志
」
か
ら
「
宝
清
県
志
」
に
入

れ
ば
何
時
で
も
閲
覧
す
る
事
が
で
き
る
。

（

）
佐
藤
卓
己
著
『
言
論
統
制

情
報
官
・
鈴
木
庫
三
と
教
育
の
国
防
国

11

家
』
中
公
新
書354

頁



Fumiko Hayashi and the Frozen Earth :
A Journey to Baoqing of Manchuria

KUBO Takuya

Fumiko Hayashi energetically visited more than seven towns in
the frigid Manchuria by railway and airplane in January 1940, the
7th year of the Kangde erea. At that time in the area Japanese
army divisions, provost guards and pioneer teams existed.
In this article I would like to clarify her itinerary and report what

I knew about it when I visited Baoqing in September 2010.

Keywords:Fumiko Hayashi, Baoqing, Kyowa-kai, FrozenEarth, TokyoAsahi
Shinbun, Manchurian Daily News, Lu Xun


